





















3･ PbH 3 (SeO 3)2 (Cr3+ ) のE SR
高 橋 千 春
最近,RbH3(SeO3)2 について, 中性子回折や弾性率測定等の種々の測定手段により,
inco- ensurateな中間相の存在が報告されている｡しかし,RbH3(SeO3)2 では,回折実
験で, INC相の存在の決め手となる衛星反射の波数の C･波数からのずれ ∂が,非常に小さい
ために, INC相の存在を断定することは難しい｡本研究では,Cr3+を ドー プした結晶で,
ESR スペクトルの形から, INC相の存在が確認された｡ 磁場方向が適切な方向にある場合




























広 瀬 雄 彦
AuCu合金は組成50at%Auで正方晶のAuCuIと一次元長周期構造を持っAuCu丑の2
つの規則相を持っことが知られている｡この時 [100]及び [001]方向にはAuとCuのみ
の原子列を形成している｡AuとCuは原子散乱能が大きく異なることから,格子像によって
区別出来る可能性がある｡また,極めて薄い結晶においては格子像の基本的な特徴が得られる
と共に,薄いことによる特有な構造あるいは像 (例えば表面構造)が得られる可能性がある｡
本実験ではAuCuの薄膜を作成し高分解能観察を試みた｡そして, 次のような結果が得られ
た ｡
0
規則化途中の試料では正方晶の C軸が膜面に垂直と平行な大きさ40-100Aのドメインが
観察された｡これは時効時間が長くなるとほとんど C軸が膜面に垂直にそろうことが観察され
た｡AuCu規則相においてその相対関係からAuとCu原子列に相当する格子縞が得られた｡
薄いことによる特有な構造は現時点では得られていない｡尚得られた格子像は三波干渉理論に
よってその挙動が解析可能であった｡
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